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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 64,852,83267,455,56819,159,47420,734,89486,377,094

経常利益（千円） 6,422,7186,509,9971,392,2731,463,5347,649,731

四半期（当期）純利益（千円） 4,039,8074,047,157939,332 899,4155,092,430

純資産額（千円） － － 44,474,97047,155,75846,031,941

総資産額（千円） － － 75,379,60075,277,62575,026,986

１株当たり純資産額（円） － － 1,584.291,676.771,639.76

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
143.91 144.08 33.46 31.99 181.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 59.0 62.6 61.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
5,087,9084,494,299 － － 9,322,573

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,966,076△3,823,611 － － △4,611,528

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,666,082△720,840 － － △5,429,266

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,982,9084,715,4624,846,714

従業員数（人） － － 2,474 2,591 2,483

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。なお、主要な関係会社の異動については「３　関係会社の状況」に記載しております。

 

３【関係会社の状況】

（１）当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。　

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有割
合又は被所有割
合(％)

関係内容

（連結子会社）

 株式会社フジ

シールサウスイー

ストアジア

大阪市淀川区
30,000

千円

シュリンクラベル及び各種包

装資材、自動包装機械及び関連

機器の輸出入事業
100％　

役員の兼任
１名　

　

PT Fuji

Seal Indonesia

インドネシア／

ジャカルタ市　

4,479,000

千ルピア　

インドネシア国内における

シュリンクラベル及び各種包

装資材、自動包装機械及び関連

機器の輸入・販売事業

99％

(間接所有100％) －　　

　

（２）連結子会社であるFuji Seal Packaging de Mexico,S.A.de C.V.について、平成22年11月16日に増資を実施して

おり、平成22年６月24日提出の有価証券報告書から資本金の記載内容が変更になっております。　

名称 住所
セグメント

 の名称　
資本金

主要な事業
   の内容

議決権の所有
割合又は被所
有割合(％)

関係内容

（連結子会社）

Fuji Seal Packaging

de Mexico, S.A. de

C.V.

メキシコ／

グアナフアト
州

  北中米 326,123千ペソ

シュリンクラ

ベルの製造・

販売

99.9％

(間接所有
100％)

役員の兼任

２名　

　

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 2,591(380)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員及びパート社員）は（　）内に当第３四半

期連結会計期間末人員を外数で記載しております。

（２）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 22 (2)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）で

あり、臨時雇用者数（嘱託社員及びパート社員）は、（　）内に当第３四半期会計期間末人員を外数で記

載しております。　　　　　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績及び受注状況

当社グループの生産・販売品目は多種多様であり、同種の製品であっても、その容量等が一様ではなく、また、単一

事業であるため、セグメントごとに生産実績及び受注状況を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

（２）販売実績

 当第３四半期連結会計期間における品目別の販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

    至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）　

日　本 　シュリンクラベル 8,132,498 －　

　 　タックラベル 2,303,993 －　

　 　ソフトパウチ　 728,253 －　

　 　機械 705,242 －　

　 　その他　 2,141,361 －　

　 日本合計 14,011,349 －　

北中米 　シュリンクラベル 3,223,322 －　

　 　その他ラベル　 574,187 －　

　 　機械 345,066 －　

　 北中米合計 4,142,577 －　

欧　州 　シュリンクラベル 2,624,689 －　

　 　機械 444,292 －　

　 　その他 30,854 －　

　 欧州合計 3,099,836 －　

セグメント間取引消去 △518,868 －　

合計 20,734,894 －　

（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　２. 当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

当該割合が100分の10以上の相手先がないため記載を省略しております

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く環境は、海外経済の改善や個人消費の持ち直しなど

により景気に回復の兆しは見られたものの、世界景気の下振れ懸念、為替相場や株価の変動など先行きは不透明な

状況で推移いたしました。

　このような市場環境の中で当社グループは、開発型提案企業としてトータルコスト競争力のある包材や地球環境

にやさしい包材の開発に取り組みお客様に喜んでいただける新しいソリューション、新しい価値を提供し続けてま

いりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高207億34百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益14

億87百万円（前年同期比3.0％増）、経常利益14億63百万円（前年同期比5.1％増）、四半期純利益８億99百万円

（前年同期比4.2％減）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

（日本）

　シュリンクラベルはボトル缶のホット飲料や食品向けなどで増加し、売上高は前年同期比3.3％増となりました。

タックラベルの売上高は前年同期比4.4％増、ソフトパウチは飲料向け減少などにより売上高は前年同期比12.6％

減、機械の売上高は前年同期比35.2％増となりました。

損益面では、開発や販売強化のための費用増加などにより減益となりました。

その結果、日本の売上高は140億11百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は６億94百万円（前年同期比28.9％

減）となりました。

　

（北中米）

　シュリンクラベルは飲料やトイレタリー向けが引続き好調で、売上高は前年同期比23.7％増（現地通貨ベース）と

なりました。その他ラベルは前年同期比15.6％増（現地通貨ベース）、機械は受注が順調に伸びておりますが検収の

遅れなどにより機械の売上高は前年同期比40.7％減（現地通貨ベース）となりました。

損益面では、シュリンクラベルの販売増加及び第３四半期においてその他ラベルの利益回復が貢献しました。

その結果、北中米の売上高は41億42百万円（前年同期比28.8％増、現地通貨ベース12.5％増）、営業利益は５億52百

万円（前年同期比113.4％増、現地通貨ベース86.5％増）となりました。

　

（欧州）

　シュリンクラベルは飲料大手ブランドオーナー向けの増加などにより、売上高は前年同期比4.3％増（現地通貨

ベース）、機械の売上高は前年同期比22.7％減（現地通貨ベース）となりました。

損益面では、シュリンクラベルの販売増加や工場の生産性向上などにより増益となりました。

その結果、欧州の売上高は30億99百万円（前年同期比13.6％増、現地通貨ベース0.5％増）、営業利益は２億16百万円

（前年同期比36.0増、現地通貨ベース6.2％増）となりました。　
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（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は752億77百万円となり、前連結会計年度末と比較し２億50百万円の

増加となりました。これは、現金及び預金が４億３百万円、たな卸資産が４億21百万円増加したほか、受取手形及び

売掛金が第２四半期に引き続き季節的な要因による売上高の増加で17億37百万円増加したことなどで、流動資産が

25億57百万円増加した一方、有形固定資産が円高による為替の変動の影響等で16億13百万円減少したこと等による

ものであります。

　負債合計は281億21百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億73百万円の減少となりました。これは、支払手形及

び買掛金が８億36百万円、長期借入金（１年内返済予定を含む）が８億44百万円それぞれ増加し、短期借入金が５

億18百万円、未払法人税等が10億24百万円、未払金が６億51百万円、賞与引当金が３億23百万円それぞれ減少したこ

と等によるものであります。

純資産合計は、利益剰余金の増加31億56百万円と為替の変動により為替換算調整勘定が21億77百万円変動したこ

となどで、前連結会計年度末に比べ11億23百万円増加し471億55百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、６億18百万円の収入（前年同期は２億22百

万円の収入）となりました。これは税金等調整前四半期純利益14億27百万円を計上し、減価償却費12億50百万円及

び売上債権の減少額14億25百万円等による収入と仕入債務の減少額19億55百万円及び法人税等の支払額又は還付

額11億40百万円等の支出によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、16億88百万円の支出（前年同期は６億35百万円の支出）となりました。こ

れは日本及び北中米における設備投資に伴う有形固定資産の取得による支出16億47百万円等によるものでありま

す。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、13億17百万円の支出（前年同期は10億20百万円の支出）となりました。こ

れは短期借入金の純増減額による支出７億25百万円と長期借入金の返済による支出１億97百万円及び配当金の支

払額４億25百万円等によるものであります。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ23

億91百万円減少の47億15百万円となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、531,131千円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,080,978 30,080,978
 東京証券取引所

 市場第一部
単元株式数100株

計 30,080,978 30,080,978 － －

(２)【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
　（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日

～平成22年12月31日
－ 30,080,978 － 5,990,186 － 6,827,233

(６)【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(７)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,693,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,300,100 283,001 －

単元未満株式 普通株式　　 87,578 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 普通株式 30,080,978 － －

総株主の議決権 － 283,001 －

　（注）１.　「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ200

株、80株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２

個が含まれております。

２.　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式288,700株は、「完全議決

権株式（自己株式等）」に含めておりません。なお、平成22年12月31日現在の当該株式数は、264,600株であ

ります。

　   

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社フジシールイン

ターナショナル

大阪市淀川区宮原４

丁目１番９号
1,693,300 － 1,693,300 5.6

計 － 1,693,300 － 1,693,300 5.6

（注）「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」（以下「信託口」）が所有する当社株式288,700

株は、上記自己株式に含めておりません。当第２四半期連結会計期間末における信託口が所有する当社株式は、信託

口から当社従業員持株会への譲渡により20,900株減少しております。

　　　　なお、当３四半期連結会計期間末における信託口が所有する当社株式は264,600株で、信託口から当社従業員持株会へ

の譲渡により24,100株減少しております。　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,995 1,986 2,125 2,000 1,922 1,780 1,770 1,838 1,960

最低（円） 1,849 1,847 1,890 1,861 1,617 1,633 1,620 1,605 1,724

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。

　なお、平成23年１月13日開催の当社取締役会において平成23年３月１日付けとして役員の異動につき、下記のとお

り決議しております。

（１）新任執行役

役名 職名 氏名
執行役 日本営業担当 植田　敬之

　

（２）退任執行役

役名 職名 氏名
執行役 ソフトパウチ部門担当 柴田　康裕
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,857,862 5,454,814

受取手形及び売掛金 ※3
 23,918,723 22,181,559

商品及び製品 2,794,018 2,923,960

仕掛品 1,790,173 1,282,091

原材料及び貯蔵品 2,092,705 2,049,018

繰延税金資産 502,688 745,425

その他 1,459,372 1,216,547

貸倒引当金 △82,232 △77,367

流動資産合計 38,333,312 35,776,050

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,421,928

※1
 8,403,654

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 17,329,643

※1
 17,959,788

土地 5,037,858 4,571,278

リース資産（純額） ※1
 141,523

※1
 143,804

建設仮勘定 970,291 2,468,932

その他（純額） ※1
 475,371

※1
 442,676

有形固定資産合計 32,376,616 33,990,134

無形固定資産

のれん 88,800 133,200

リース資産 400 583

その他 634,904 772,430

無形固定資産合計 724,104 906,213

投資その他の資産

投資有価証券 2,735,650 2,970,564

繰延税金資産 556,306 699,000

その他 570,477 715,238

貸倒引当金 △18,842 △30,214

投資その他の資産合計 3,843,591 4,354,588

固定資産合計 36,944,312 39,250,935

資産合計 75,277,625 75,026,986
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,370,841 14,534,191

短期借入金 3,711,780 4,230,738

1年内返済予定の長期借入金 624,466 635,786

リース債務 55,593 48,532

未払金 1,907,212 2,559,052

未払法人税等 404,571 1,428,762

繰延税金負債 8,469 1,784

賞与引当金 457,772 781,305

その他 1,646,104 2,027,259

流動負債合計 24,186,810 26,247,412

固定負債

長期借入金 1,805,735 949,504

リース債務 95,079 102,248

繰延税金負債 592,438 202,211

退職給付引当金 1,350,930 1,442,917

資産除去債務 48,768 －

その他 42,105 50,750

固定負債合計 3,935,057 2,747,633

負債合計 28,121,867 28,995,045

純資産の部

株主資本

資本金 5,990,186 5,990,186

資本剰余金 6,233,090 6,233,090

利益剰余金 45,467,431 42,311,153

自己株式 △3,860,410 △3,982,733

株主資本合計 53,830,297 50,551,696

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,187 73,769

繰延ヘッジ損益 94 －

年金債務調整額 ※2
 △750,442

※2
 △824,573

為替換算調整勘定 △5,946,379 △3,768,951

評価・換算差額等合計 △6,674,539 △4,519,754

純資産合計 47,155,758 46,031,941

負債純資産合計 75,277,625 75,026,986
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 64,852,832 67,455,568

売上原価 50,205,648 52,367,792

売上総利益 14,647,184 15,087,776

販売費及び一般管理費 ※1
 8,162,741

※1
 8,566,828

営業利益 6,484,442 6,520,947

営業外収益

受取利息 2,592 26,988

受取配当金 19,913 22,659

持分法による投資利益 154,578 －

その他 106,288 136,717

営業外収益合計 283,372 186,365

営業外費用

支払利息 131,392 85,508

為替差損 196,697 61,126

持分法による投資損失 － 46,130

その他 17,007 4,548

営業外費用合計 345,097 197,315

経常利益 6,422,718 6,509,997

特別利益

固定資産売却益 20,935 1,698

貸倒引当金戻入額 － 8,374

その他 10,131 －

特別利益合計 31,067 10,072

特別損失

固定資産除売却損 59,971 93,753

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,917

減損損失 66,616 －

退職給付費用 353,500 －

その他 19,034 21,833

特別損失合計 499,122 132,504

税金等調整前四半期純利益 5,954,663 6,387,566

法人税、住民税及び事業税 1,826,468 1,555,023

法人税等調整額 88,387 785,385

法人税等合計 1,914,855 2,340,408

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,047,157

四半期純利益 4,039,807 4,047,157
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 19,159,474 20,734,894

売上原価 15,137,953 16,344,034

売上総利益 4,021,520 4,390,860

販売費及び一般管理費 ※1
 2,577,610

※1
 2,903,025

営業利益 1,443,910 1,487,834

営業外収益

受取利息 833 12,039

受取配当金 4,473 5,780

為替差益 － 4,404

持分法による投資利益 48,061 －

その他 21,809 46,908

営業外収益合計 75,177 69,133

営業外費用

支払利息 33,869 26,487

為替差損 87,823 －

持分法による投資損失 － 64,670

その他 5,121 2,275

営業外費用合計 126,814 93,433

経常利益 1,392,273 1,463,534

特別利益

固定資産売却益 10,334 51

貸倒引当金戻入額 － 208

その他 5,649 －

特別利益合計 15,984 259

特別損失

固定資産除売却損 1,334 36,362

その他 434 231

特別損失合計 1,768 36,594

税金等調整前四半期純利益 1,406,488 1,427,199

法人税、住民税及び事業税 198,955 50,881

法人税等調整額 268,200 476,902

法人税等合計 467,156 527,784

少数株主損益調整前四半期純利益 － 899,415

四半期純利益 939,332 899,415
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,954,663 6,387,566

減価償却費 3,249,361 3,342,015

減損損失 66,616 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,917

のれん償却額 83,774 44,400

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,469 5,420

賞与引当金の増減額（△は減少） △415,186 △316,278

退職給付引当金の増減額（△は減少） 301,978 △10,616

持分法による投資損益（△は益） △154,578 46,130

固定資産除売却損益（△は益） 39,035 92,054

受取利息及び受取配当金 △22,506 △49,647

支払利息 131,392 85,508

為替差損益（△は益） 44,415 9,180

売上債権の増減額（△は増加） △1,434,817 △2,430,272

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,341 △696,535

仕入債務の増減額（△は減少） △900,641 1,152,385

未払金の増減額（△は減少） 30,079 △208,666

その他 215,100 △224,445

小計 7,126,815 7,245,115

利息及び配当金の受取額 22,901 40,373

利息の支払額 △137,382 △89,558

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,924,425 △2,701,631

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,087,908 4,494,299

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,856,272 △3,760,668

有形固定資産の売却による収入 52,117 8,911

無形固定資産の取得による支出 △85,026 △107,048

投資有価証券の取得による支出 △15,747 △17,739

その他 △61,146 52,932

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,966,076 △3,823,611

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,244,000 △885,205

長期借入れによる収入 － 1,499,955

長期借入金の返済による支出 △543,287 △545,447

自己株式の取得による支出 △178 △506

自己株式の売却による収入 － 96,951

配当金の支払額 △842,175 △846,899

その他 △36,441 △39,688

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,666,082 △720,840

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,008 △81,098

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △554,258 △131,251

現金及び現金同等物の期首残高 5,537,166 4,846,714

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,982,908

※1
 4,715,462
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間より、株式会社フジパッケージングサービス及

び株式会社フジ物流は、平成22年７月１日を合併期日として、当社連結子会

社である株式会社フジシールに吸収合併されたため、連結の範囲から除外し

ております。

　また、平成22年７月22日付けで欧州グループ会社の中間持株会社Fuji Seal

B.V.を設立し、連結の範囲に含めております。

　第３四半期連結会計期間より、株式会社フジシールサウスイーストアジア

及びPT Fuji Seal Indonesiaは新たに設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。　

　 （2）変更後の連結子会社の数

19社

会計処理基準に関する事項の変更

　

（資産除去債務に関する会計基準の適用 ）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。　 

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は2,779千

円減少し、税金等調整前四半期純利益は19,697千円減少しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は33,401千円

であります。

　 （在外子会社等の収益及び費用の本邦通貨への換算方法の変更）

　在外子会社等の収益及び費用については、従来、当該在外子会社等の決算日

の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当第３四半期連結会計

期間から期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。

　この変更は、為替相場の大幅な変動により、決算日の直物為替相場と期中平

均為替相場が乖離する傾向が顕著になったこと及び在外連結子会社が増加

するなど在外連結子会社の重要性が増したことから行ったものであります。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期

間の売上高は988,571千円、営業利益は106,226千円、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は103,681千円、103,814千円それぞれ増加しております。

　また、期中平均為替相場により換算する方法への変更を第３四半期連結会

計期間に行ったのは、変更の事由が第２四半期連結累計期間末後に生じたた

めであり、第２四半期連結累計期間は従来の方法によっております。このた

め、第２四半期連結累計期間は、変更後の方法に比べ、売上高は873,601千円、

営業利益は95,322千円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

92,838千円、93,709千円少なく計上されております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　

　　至　平成22年12月31日）　

（四半期連結損益計算書）　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　

当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日　

　　至　平成22年12月31日）　

（四半期連結貸借対照表）　 

　前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「前払費用」は、重要性が乏しくなったため、流動資産

の「その他」に含めて表示しております。なお、当第３四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「前払

費用」は211,161千円であります。

　

（四半期連結損益計算書）　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定

したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算にお

いて算定した貸倒実績率等を使用しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、一部の海外連結子会社について加

味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によってお

ります。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる

ので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測などを利用する方

法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社フジシールインターナショナル(E00725)

四半期報告書

20/31



【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（従業員持株ＥＳＯＰ信託）

　当社は、平成22年５月12日開催の取締役会において、当社グループの中長期的な企業価値向上、社員の経営参画意識を

より一層高め、中期目標の達成に向け努力していくための新たな施策として、及び福利厚生制度の拡充の一環として、従

業員持株会の仕組みを応用した信託型の「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成22年６月８日付けで

自己株式315,600株を、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」（以下「信託口」）に対して、

第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と信託口は一体であるとする

会計処理をしており、信託口が所有する当社株式や信託口の資産及び負債並びに費用及び収益については、連結貸借対

照表、連結損益計算書及び連結キャッシュ・フロー計算書に含めて計上しております。

　このため、自己株式数については、信託口が所有する当社株式を自己株式数に含めて記載しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末現在において信託口が所有する当社株式(自己株式)数は264,600株であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、35,190,484千円

であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、33,681,376千円

であります。

　※２　年金債務調整額は、米国会計基準を適用している在

外子会社において、年金債務を追加計上したことに

伴う純資産の調整額であります。

※２　　　　　　　　　同　左

　※３　四半期連結会計期間末日満期手形の処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

―――――

受取手形 83,980千円 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給与手当 3,041,113千円

賞与引当金繰入額 181,555 

退職給付費用 56,195 

貸倒引当金繰入額 65,751 
　

給与手当 3,051,358千円

賞与引当金繰入額 207,332 

退職給付費用 72,913 

貸倒引当金繰入額 60,833 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

給与手当 901,596千円

賞与引当金繰入額 155,691 

退職給付費用 18,311 

貸倒引当金繰入額 17,761 
　

給与手当 903,842千円

賞与引当金繰入額 175,700 

退職給付費用 26,299 

貸倒引当金繰入額 11,225 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 5,748,139千円

当座借越（負の現金同等物） △765,231 

現金及び現金同等物 4,982,908 

　

現金及び預金勘定 5,857,862千円

当座借越（負の現金同等物） △1,142,400 

現金及び現金同等物 4,715,462 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成

22年12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

　　　普通株式　　　　30,080千株　

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　 1,957千株　

　（注）「第５　経理の状況　１. 四半期連結財務諸表（追加情報）」に記載のとおり、「三菱ＵＦＪ信託銀行株

式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」（以下「信託口」）が所有する当社株式を自己株式数に含めて

おり、当第３四半期連結会計期間末現在において信託口が所有する当社株式（自己株式）数は264千株で

あります。　

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

 （１）配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月19日

取締役会
普通株式 421,084 15 平成22年３月31日 平成22年６月４日 利益剰余金

平成22年11月８日

取締役会
普通株式 425,814 15 平成22年９月30日 平成22年12月１日利益剰余金

（注）上記の配当金の総額には、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金を含めて

おります。

　（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末

後となるもの

該当事項はありません。

 

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　当社グループは、シュリンクラベル・タックラベル及びソフトパウチの製造販売、包装機械の製造販売等を事業

内容としておりますが、これらの製品は一連のものであり、システム販売をしております。また、採算性について

もシステムとして管理しており、単一の事業と考えているため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりま

せん。

　

【所在地別セグメント情報】

 
前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

日本(千円)北中米(千円)欧州(千円) 計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 13,446,1743,216,1072,497,19219,159,474 － 19,159,474

(2）セグメント間の内部売上高 195,050 258 231,302426,611(426,611) －

計 13,641,2253,216,3662,728,49419,586,086(426,611)19,159,474

営業利益 976,558258,874158,8391,394,27249,6371,443,910

 
前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

日本(千円)北中米(千円)欧州(千円) 計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 46,623,81910,071,5208,157,49264,852,832 － 64,852,832

(2）セグメント間の内部売上高 925,696 7,228 947,9141,880,839(1,880,839)－

計 47,549,51510,078,7499,105,40766,733,671(1,880,839)64,852,832

営業利益 4,827,292829,218778,7246,435,23549,2066,484,442

（注）１．国又は地域の区分は地理的近接度を考慮して決定しております。

２．各区分に属する国は次のとおりであります。

北中米（北米）：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、ポーランド

　

【海外売上高】

 
前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）
北中米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,217,776 2,536,703 246,679 6,001,159

Ⅱ　連結売上高（千円）    19,159,474

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
16.8 13.2 1.3 31.3
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前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）
北中米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 10,077,4518,130,332 693,882 18,901,665

Ⅱ　連結売上高（千円）    64,852,832

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
15.5 12.5 1.1 29.1

（注）１．国又は地域の区分は地理的近接度を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

北中米（北米）：アメリカ、カナダ、メキシコ

欧州：欧州全域

その他：東南アジア、インド、オーストラリア他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社及び連結子会社は、シュリンクラベル・タックラベル・ソフトパウチ及び機械などを中心としたパッ

ケージングの企画、提案、開発、製造及び販売等の事業を、「日本」、「北中米」及び「欧州」の各地域で展開

しております。したがって、当社は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「北中米」及び「欧州」の３つを報告セグメントとしております。

　なお、PT Fuji Seal Indonesiaについては、現在事業開始に向けて準備中であり、当第３四半期連結累計期間

においては報告セグメントとしておりません。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日） 　　　　　　（単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２日本 北中米 欧州 合計

売上高       

外部顧客への売上高 47,628,49012,014,5127,812,56567,455,568 － 67,455,568

セグメント間の内部売

上高又は振替高
689,26318,022693,4891,400,776△1,400,776 －

計 48,317,75412,032,5358,506,05568,856,345△1,400,77667,455,568

セグメント利益 4,386,6721,345,587763,6796,495,93925,0086,520,947

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

　
四半期連結損
益計算書計上
額（注）２
　

日本 北中米 欧州 合計

売上高       

外部顧客への売上高 13,685,0444,134,3002,915,54920,734,894 － 20,734,894

セグメント間の内部売

上高又は振替高
326,3048,277 184,286518,868△518,868 －

計 14,011,3494,142,5773,099,83621,253,762△518,86820,734,894

セグメント利益 694,687552,511216,0681,463,26724,5671,487,834
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（注）１. 当第３四半期連結累計期間のセグメント利益の調整額25,008千円及び当第３四半期連結会計期間のセグ

メント利益の調整額24,567千円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。　

３. 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

　　　　　　北中米：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド

４. 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社等の

収益及び費用については、従来、当該子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりました

が、当第３四半期連結会計期間から期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間においては、売上高は、北

中米が762,369千円、欧州が244,228千円それぞれ増加し、セグメント利益は北中米が85,767千円、欧州が

20,364千円それぞれ増加しております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　

  　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　該当事項はありません。　

　

　　　（のれんの金額の重要な変動）　

　　　　該当事項はありません。

　

　　　（重要な負ののれん発生益）　

　　　　該当事項はありません。　

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度末の末日に比べて著しい変動が認めら

れているものはありません。

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日） 

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められるものはありません。　

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　当社グループが行っておりますデリバティブ取引は、事業の運営において重要なものではなく、金額的重要性も

乏しいため、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

共通支配下の取引等

　平成22年12月１日を分割期日として、当社の不動産賃貸に関する事業を、当社100％出資の連結子会社であ

る株式会社フジエステートに承継させる会社分割（簡易吸収分割）を実施いたしました。

　なお、当該共通支配下の取引は、重要性が低いため記載を省略しております。

　

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

事業の運営において重要なものではなく、金額的重要性も乏しいため、記載を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　賃貸等不動産の総額に重要性が乏しく、著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,676.77　円 １株当たり純資産額 1,639.76円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 143.91円 １株当たり四半期純利益金額 144.08円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 4,039,807 4,047,157

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 4,039,807 4,047,157

期中平均株式数（株） 28,072,509 28,088,938

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 33.46円 １株当たり四半期純利益金額 31.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 939,332 899,415

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 939,332 899,415

期中平均株式数（株） 28,072,456 28,104,530

（注）　当第３四半期連結累計期間の「期中平均株式数」の算定にあたっては、「第５　経理の状況　１.　四半期連結財務

諸表（追加情報）」に記載のとおり、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」が所有する

当社株式（当第３四半期連結会計期間末264,600株）について、四半期連結財務諸表において自己株式として会計

処理していることから、当該株式を自己株式数に含めて算出しております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しておりますが、リース取引残高が前連結

会計年度末に比べて著しい変動が認められるものはありません。　
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２【その他】

平成22年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議し実施しております。

　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・425,814千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・15円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成22年12月１日

（注）１.　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録した株主に対し、支払いを実施しております。

　　　　 ２.　上記の中間配当による配当金の総額には、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）に対す

る配当金4,330千円を含めております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月１日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　尾　雅　芳　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和　田　朝　喜　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　口　聖　規　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平

成２１年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２１年１

２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並び

に第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月９日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和　田　朝　喜　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　口　聖　規　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成２２年１０月１日から平成２２年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平

成２２年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２２年１

２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並び

に第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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